
中期経営計画2023とサステナビリティ
Daigasグループは2017年に2030年度を見据えた長期経営ビジョンを策定し「時代を超えて選ばれ続ける革新的なエネルギー&サービスカンパニー」を目指すとともに、2050年の
カーボンニュートラル実現を目指しています。2021年に公表した「中期経営計画2023」では、長期経営ビジョンからバックキャストし、持続可能な社会の実現に向け、社会課題の解決に
資する価値を生み出す企業グループとして、ステークホルダーとともに「ミライ価値」を創造し、成長し続けていくことを目指しています。

長期経営ビジョン2030
「Going Forward Beyond Borders」

中期経営計画2023
「Creating Value for a Sustainable Future」

私たちが目指す進化

ステークホルダーの皆さまと脱炭素等の社会課題解決に
向けた価値を生み出す企業グループ

Creating Value for a Sustainable Future

変化の時代における期待と不安

お客さま 地域・社会

従業員・パートナー 株主・投資家

20302021 - 2023 2050

共
創

脱炭素・気候変動 エネルギー自由化

デジタル化 人口減少・少子高齢化

新型コロナウイルス等新たな想定外の変化

［ コンセプト ］

社  会

企業グループとしての成長

長期経営ビジョン
2030
実現

SDGs達成

脱炭素社会実現

社会課題の解決

時代を超えて選ばれ続ける
革新的なエネルギー＆
サービスカンパニーへ

ステークホルダーから信任を獲得し続ける経営
（企業価値の向上、ESGに配慮した経営）

生産性向上に資する働き方改革の推進と人材育成

「お客さまの期待」「事業の枠」「企業の枠」を
「超える」事業展開

ミライ
価値

持続可能な
社会の実現

新時代のエネルギーマーケターとしての展開

海外エネルギー事業展開の加速

LBS事業の拡大と新領域の開発

成長投資・M&Aの推進

お客さまの期待を超えるためのイノベーション
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5%程度 7%程度※2

1兆4,500億円※4

5,200億円※4

5,500億円※4

5,500億円※4

1,000万件以上

防災・経年対策の推進※2

50%程度※2

500万kW※2

1,000万トン※2

20％以上※2

人材育成・環境の整備※2

30％以上※2

30％以上の継続※2

従業員エンゲージメントの維持・向上※2

3,800億円※4

0.7%程度
50%程度
30%以上
5,000億円※3

1,740億円※3

1,680億円※3

1,580億円※3

2,370億円※3

90％

250万kW

14件
170回
100％

重大な法令違反ゼロの継続

重大事故ゼロの継続

2023年度
目標

2030年度
目標

2050年度
目標

ROIC※1

D/E比率
自己資本比率
配当性向

国内エネルギー
海外エネルギー
LBS

お客さまアカウント数Newノーマルに
対応した暮らしと
ビジネスの実現
お客さまと社会の
レジリエンス向上

低・脱炭素社会の
実現

ミライ価値の
実現を支える
基盤

お客さま満足度
重大事故件数
強靭な設備形成

再生可能エネルギー電源比率
グループCO2排出量

再生可能エネルギー普及貢献量
CO2排出削減貢献量（2016年度基準）
行政活動への参画数
地域との共創回数
適切な新規サプライヤー比率
重大な法令違反件数
従業員意識調査
従業員1人当たりの年間研修時間
女性役員比率・取締役比率※6

女性の管理職昇格比率
女性の総合職採用比率

収益性指標

株主還元
成長投資

マテリアリティの
主要取り組み
指標（KPI）

財務健全性指標

品質向上投資

2,702万トン※5（2017年度比▲500万トン）

カーボン
ニュートラル

※1	NOPAT（経常利益+支払利息–受取利息–法人税等）÷投下資本※

※投下資本=	（事業ユニット）運転資本＋固定資産	
	（グループ全体)	有利子負債＋自己資本(各期首・期末平均）

有利子負債は、当社にリスクのないリース負債を除く

※2	「中期経営計画2023」に新たに設定した2030年度目標　
※3	2023年度目標は2021年度～2023年度の累計　
※4	2030年度目標は2017年度～2030年度の累計
※5	国内サプライチェーン（スコープ1・2・3）における排出量。2023年3月に新たに目標を設定
※6	女性取締役比率は2023年3月に新たに目標を設定

■ 中長期経営指標

　「エネルギートランジション2030」の詳細
については P.39-40をご覧ください。

2050年
カーボンニュートラル
実現への挑戦
Daigasグループは、気候変動対策への社会的
要請の一層の高まりを受け、これまでの天然ガス
利用拡大の取り組みに加えて、再生可能エネル
ギーや水素を利用したメタネーションなどによる
都市ガス原料の脱炭素化、および再生可能エネ
ルギー導入を軸とした電源の脱炭素化によって、
2050年のカーボンニュートラル実現を目指しま
す。また、実現に向けた取り組みを示すために
「カーボンニュートラルビジョン」を2021年1月に
発表しました。
本ビジョンのもと、エネルギーの低・脱炭素化へ
の移行に向けた道筋の全体像を示すため、
2023年3月には「エネルギートランジション2030
（ET2030）」を発表しました。「ET2030」では当社
グループのCO2排出量削減の2030年度目標を
新たに掲げました。

「中期経営計画2023」策定に際し、経営指標にROICを導入するとともに、ESG経営の加速化を図るため重要側面（マテリアリティ）を新たに特定し、各指標を設定しました。
マテリアリティの主要取り組み指標の実績については、 P.20-21をご覧ください。

019

Daigasグループ Sustainability Report 2023

Governance  ESG DataSocialEnvironmentalIntroductionContents Management


